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財
団
は
、
技
術
経
営
人
財
の
育
成

を
主
眼
に
、
豊
で
明
る
い
持
続
的
な

成
長
を
す
る
日
本
づ
く
り
に
取
組
ん

で
８
年
目
に
入
る
。
そ
の
事
業
の
柱

が
、
西
河
技
術
経
営
塾
で
あ
る
。
取

り
組
み
の
経
緯
を
報
告
す
る
。

芝
浦
工
業
大
学
大
学
院
に
入
り
、

な
ぜ
Ｍ
Ｏ
Ｔ(

技
術
経
営)(

注
１)

を

学
ぼ
う
と
思
っ
た
の
か
。
苦
労
し
た

末
に
東
証
一
部
に
上
場
を
果
た
し
た

が
、
経
営
学
に
関
す
る
知
識
は
全
く

な
く
、
素
人
だ
っ
た
。
実
学
で
身
に

付
け
た
経
営
に
関
す
る
知
識
と
学
問

的
に
学
ぶ
経
営
と
の
違
い
は
何
か
。

取
り
組
ん
で
き
た
経
営
を
経
営
学
と

照
ら
し
合
わ
せ
、
経
営
手
法
を
学
び

た
い
と
思
っ
た
。

自
分
の
経
営
を
Ｍ
Ｏ
Ｔ
で
学
ん
だ
こ

と
で
な
ぞ
る
と
、
方
向
性
が
見
え
て

き
た
。
Ｃ
Ｅ
Ｏ
（
社
長
）
に
よ
っ
て

会
社
は
運
営
さ
れ
て
い
る
。
社
長
が

変
わ
る
と
会
社
が
大
き
く
変
わ
る
。

理
論
を
当
て
は
め
て
、
経
営
分
析
を

す
る
。
他
産
業
の
過
去
の
歴
史
を
紐

解
き
、
重
ね
合
わ
せ
て
見
る
。
技
術

進
化
の
背
景
に
起
こ
っ
た
さ
ま
ざ
ま

な
こ
と
。
経
営
者
が
百
人
い
れ
ば
、

百
通
り
あ
る
こ
と
も
理
解
で
き
た
。

よ
く
ト
ヨ
タ
の
カ
ン
バ
ン
方
式
が

良
い
と
取
り
入
れ
る
が
、
ト
ヨ
タ
と

同
じ
成
果
は
出
せ
な
い
と
嘆
く
。
真

似
だ
け
で
は
駄
目
だ
。
自
分
で
経
営

の
仕
組
み
を
作
り
、
そ
れ
を
実
践
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

利
益
は
欲
し
て
も
な
か
な
か
得
ら

れ
な
い
。
売
上
と
経
費
と
の
差
異
に

よ
っ
て
生
じ
る
。
例
え
ば
、
製
造
コ

ス
ト
が
安
け
れ
ば
、
そ
の
差
額
が
大

き
い
分
儲
か
る
。
収
入
と
支
払
い
の

差
額
が
利
益
で
あ
る
。
ま
た
時
間
軸

を
意
識
し
、
収
入
を
早
く
し
て
、
支

払
い
を
遅
く
す
れ
ば
、
資
金
余
裕
が

ＯＰＩＮＩＯＮＳ

[地方創生研究会]

地方創生で日本を元気にする ・・・・・・・ ４頁

[西河技術経営塾（第７期生）]

西河技術経営学を学ぶ ・・・・・・・ ２頁

海外取引の基礎知識を学ぶ（淺野 昌宏） ・・・・・・・ ６頁

実践に役立つ西河技術経営学

ＭＯＴを学び、技術経営人財の育成に取組む
一般財団法人アーネスト育成財団 理事長 西河洋一

[「西河技術経営学」研究会 ]

目に見える貿易と目に見えない貿易がある

で
き
る
。
利
益
が
で
れ
ば
、
企
業
の

成
長
の
た
め
の
資
金
と
な
る
。
社
員

生
活
の
安
定
の
た
め
に
稼
ぎ
出
す
。

売
上
は
、
市
場
動
向
と
か
、
消
費

者
の
マ
イ
ン
ド
に
よ
っ
て
大
き
く
変

化
す
る
。
そ
の
中
、
お
客
様
に
喜
ば

れ
る
こ
と
で
、
利
益
が
得
ら
れ
る
。

利
益
は
、
税
金
を
納
め
る
た
め
に

必
要
な
も
の
で
、
税
金
と
ほ
ぼ
同
額

が
企
業
の
内
部
に
留
保
さ
れ
、
次
の

投
資
資
金
と
な
る
。
高
い
利
益
を
出

し
て
い
る
企
業
は
、
社
会
的
に
重
要

な
働
き
を
し
て
い
る
か
ら
で
、
お
客

様
の
満
足
を
継
続
し
て
い
る
優
良
企

業
で
あ
る
。

西
河
技
術
経
営
塾
に
取
り
組
ん
だ

背
景
は
、
Ｍ
Ｏ
Ｔ
を
学
ん
だ
が
、
実

際
に
経
営
を
す
る
と
な
る
と
足
ら
な

い
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に
思
え
た
か

ら
だ
。
技
術
の
つ
い
た
技
術
経
営
人

財
の
育
成
、
研
究
会
を
つ
く
り
、
識

者
と
の
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
育
成

の
コ
ン
セ
プ
ト
が
固
ま
り
西
河
技
術

経
営
塾
32
講
座
を
組
み
立
て
て
た
。

原
則
、
30
代
、
40
代
の
現
役
の
経

営
者
を
対
象
と
し
た
。
売
上
を
２
倍

と
か
、
10
倍
に
す
る
経
営
手
法
を
教

え
る
。
お
金
は
企
業
の
血
液
で
あ
る

こ
と
を
理
解
さ
せ
、
嘘
を
つ
か
な
い

誠
実
な
経
営
を
常
に
問
い
か
け
た
。

日
本
の
中
小
企
業
の
経
営
者
の
多

く
が
、
経
営
学
を
学
ば
ず
に
経
営
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
先
代
か
ら
引
き

継
い
だ
経
営
、
事
業
取
り
組
み
に
変

化
が
無
け
れ
ば
経
営
は
で
き
る
が
、

時
代
の
変
化
に
取
り
残
さ
れ
る
恐
れ

が
あ
る
。
売
上
を
２
倍
以
上
に
す
る

に
は
、
経
営
学
を
学
び
３
年
、
５
年

の
中
長
期
戦
略
を
つ
く
り
、
経
営
を

す
る
必
要
が
あ
る
。

出
前
塾
を
含
め
る
と
、
50
名
近
い

修
了
生
を
輩
出
し
た
。

日本の緑豊かな資源をいかし、楽しく生活

(注１) MOT：Management of Technology
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西河技術経営塾・実践経営スクール

西河技術経営塾
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変
革
を
つ
く
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

ビ
ジ
ネ
ス
を
具
現
化
し
て
い
る
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
存
在
を
再
認
識
し
、

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
・
ブ
ラ
ン
ド
の
構

築
の
必
要
性
を
学
ぶ
こ
と
で
、
新
規
の

顧
客
づ
く
り
も
で
き
る
。
顧
客
と
の
会

話
を
通
し
て
、
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
市

場
創
生
も
可
能
に
な
る
。
自
社
の
強
み

は
何
か
が
確
認
で
き
る
。

会
計
数
値
で
経
営
を
管
理
す
る

塾
生
に
は
、
日
商
簿
記
３
級
レ
ベ
ル

の
知
識
を
要
求
し
て
い
る
。
仕
訳
が
出

来
な
い
と
財
務
諸
表
の
デ
ー
タ
を
み
て

も
、
会
計
数
値
と
経
営
の
動
き
が
理
解

で
き
な
い
。
会
計
数
値
は
、
経
営
者
の

経
営
管
理
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

会
社
の
健
康
管
理
を
、
会
計
数
値
で

行
う
こ
と
を
学
ぶ
。
管
理
の
た
め
の
デ

ー
タ
づ
く
り
を
や
め
、
財
務
デ
ー
タ
で

経
営
管
理
を
す
る
よ
う
指
導
す
る
。

受
け
身
の
学
習
か
ら
能
動
的
学
習
へ

演
習
の
成
果
は
『
本
塾
で
何
を
学
ん

だ
か
（
仮
題
）
』
と
題
す
る
研
究
報
告

書
（
Ａ
4
版
８
頁
に
整
理
す
る
こ
と
を

修
了
要
件
と
し
て
い
る
。

報
告
書
の
作
成
に
取
り
組
む
こ
と
で

受
け
身
の
学
習
か
ら
、
学
ん
だ
情
報
を

発
信
す
る
能
動
的
学
習
へ
と
変
化
さ
せ

７期生

稲
垣

通
泰

目
標
「
人
と
の
関
わ
り
を
大
事
に
」

現
地
ベ
ト
ナ
ム
で
23
年
間
日
系
の
会

社
に
務
め
て
い
て
、
ベ
ト
ナ
ム
現
地
で

飲
食
、
写
真
修
正
事
業
、
縫
製
業
の
会

社
を
設
立
し
ま
し
た
。
会
社
員
を
や
り

な
が
ら
、
自
社
の
運
営
も
や
り
つ
つ
過 東京設備工業株式会社

社長 原 之乃

望
月

秀
晃

経
営
塾
は
ス
キ
ル
向
上
に
有
意
義

経
営
塾
と
聞
い
て
構
え
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
講
義
は
質
疑
形
式
で
進
ん
で

い
く
た
め
、
自
分
の
会
社
の
現
状
と
照

ら
し
合
せ
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
毎

回
の
演
習
課
題
発
表
は
、
自
身
の
経
営

ス
キ
ル
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
お
い
て

有
意
義
で
あ
る
と
、
４
回
の
講
義
を
終

え
て
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
学
ん
で
い
く
こ
と
を
、
自

社
の
経
営
に
ど
う
生
か
す
か
、
会
社
を

成
長
軌
道
に
導
き
、
現
在
よ
り
何
十
倍

も
の
規
模
に
す
る
に
は
ど
う
実
践
し
て

い
け
ば
良
い
の
か
を
習
得
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
講
師
の
皆
様
方
の
厳

し
く
も
温
か
い
指
導
に
応
え
、
半
年
後

に
は
一
皮
も
二
皮
も
剥
け
た
経
営
者
に

７
期
生
の
抱
負
、
塾
へ
の
期
待

実
践
に
役
立
つ
西
河
技
術
経
営
学

原

之
乃

大
き
く
成
長
し
続
け
る
企
業
が
目
標

私
は
今
ま
で
16
年
間
務
め
て
き
た
会

社
の
事
業
承
継
の
た
め
、
こ
の
9
月
1

日
に
新
た
に
会
社
を
設
立
し
て
、
事
業

内
容
、
従
業
員
す
べ
て
を
引
き
継
ぎ
ま

し
た
。

こ
れ
ま
で
の
16
年
間
は
、
現
場
で
作

業
員
と
し
て
勤
め
て
き
た
の
で
経
営
と

い
う
も
の
を
全
く
わ
か
ら
な
い
ま
ま
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
西
河
技
術
経
営
塾
に
入
塾
さ

せ
て
頂
く
ま
で
は
、
最
低
で
も
従
業
員

の
雇
用
を
守
る
こ
と
と
既
存
の
事
業
を

守
る
こ
と
と
い
う
甘
い
考
え
で
し
た
。

今
は
講
座
を
数
回
受
け
た
だ
け
で
す

が
経
営
に
対
す
る
考
え
方
が
変
わ
り
つ

つ
あ
り
、
今
ま
で
自
分
の
考
え
が
甘

か
っ
た
部
分
も
明
確
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
目
標
は
大
き
く
成
長
し
続

け
る
企
業
を
作
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
学

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

株式会社アーネストウイング
取締役部長 望月秀晃

西
河
技
術
経
営
塾
（
７
期
生
）
は
、
９
月
11
日
に
開
塾
し
、
五
名
の
塾
生
が

入
塾
し
た
。
40
歳
代
を
中
心
に
経
営
者
が
集
ま
っ
た
。
一
名
は
群
馬
か
ら
、
新

幹
線
で
通
い
、
ホ
テ
ル
に
泊
ま
り
、
早
朝
に
帰
る
。

西
河
技
術
経
営
塾
で
は
、
常
に
技
術
と
絡
ん
だ
経
営
を
塾
生
に
教
え
て
い
る
。

演
習
で
は
、
経
営
を
支
え
る
エ
ン
ジ
に
リ
ン
グ
に
言
及
し
、
実
践
的
経
営
課
題

に
取
組
ん
で
い
る
。
講
師
は
、
講
義
を
担
当
し
な
い
日
も
原
則
全
員
が
参
加
し
、

演
習
で
は
助
言
を
す
る
。

る
こ
と
が
で
き
る
。

文
章
に
す
る
と
は
、
自
分
の
記
憶
に

あ
る
経
営
知
識
の
形
式
知
化
で
あ
る
。

文
書
化
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
経
営
手

法
を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
、
他
者
か

ら
意
見
が
も
ら
え
る
。
こ
の
レ
ビ
ュ
ー

を
、
何
回
も
繰
り
返
す
こ
と
で
、
経
営

が
文
字
と
な
っ
て
形
式
知
化
し
、
知
識

の
見
え
る
化
に
繋
が
る
。

西河技術経営塾の７期生（左から望月、原、原澤、稲垣、植田）の5名
後列左から、講師の杉本晴重、淺野昌宏

な
っ
て
い
る
こ
と
誓
い
ま
す
。



７期生（2019.9.11～2020.5.27)
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西河技術経営塾
西河技術経営塾・実践経営スクール

原
澤

史
浩

経
営
学
を
習
得
し
、
夢
を
実
現

西
河
技
術
経
営
塾
に
参
加
さ
せ
て
頂

い
た
お
か
げ
で
、
毎
回
本
当
に
良
い
学

び
に
な
っ
て
い
ま
す
。
林
業
と
い
う
仕

事
の
将
来
性
や
企
業
経
営
に
不
安
を
抱

い
て
い
た
中
、
こ
の
塾
で
学
ぶ
こ
と
で
、

視
野
が
広
が
り
、
夢
を
持
つ
こ
と
が
で

き
始
め
ま
し
た
。

事
業
計
画
の
立
て
方
や
、
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
へ
の
考
え
方
な
ど
を
し
っ
か
り

と
身
に
つ
け
、
ま
ず
自
分
自
身
を
成
長

さ
せ
て
い
き
た
い
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
今
ま
で
手
探
り
で
行
っ
て
き
た

経
営
を
見
つ
め
直
し
、
今
後
は
10
倍
、

20
倍
以
上
の
売
上
を
目
指
し
、
世
界
中

に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
企
業
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。原澤林業株式会社

代表取締役 原澤史浩

ご
し
て
ま
し
た
。
西
河
塾
で
会
社
を
経

す
る
と
い
う
事
に
つ
い
て
学
び
、
は
じ

め
て
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
つ
く
る
。
戦

略
を
練
る
。
事
業
計
画
を
つ
く
る
。
キ

ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
等
を
考
え
た
り
、
想

像
し
た
り
す
る
と
経
営
が
楽
し
く
な
り

ま
し
た
。
人
間
関
係
と
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

が
分
り
、
楽
し
く
な
っ
て
来
ま
し
た
。

こ
こ
西
河
塾
に
通
っ
て
、
こ
の
1
年

で
経
営
に
つ
い
て
沢
山
の
事
を
学
び
、

日
本
で
法
人
を
設
立
し
、
ベ
ト
ナ
ム
に

あ
る
会
社
を
子
会
社
と
し
て
、
本
格
的

に
会
社
運
営
、
計
画
を
持
っ
て
進
ん
で

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

立教大学経営学部
国際経営学科植田 和真

植
田

和
真

技
術
経
営
を
実
践
的
体
系
的
に
学
ぶ

現
在
大
学
で
経
営
学
を
学
ん
で
い
ま

す
が
、
教
授
か
ら
の
一
方
向
型
の
講
義

に
疑
問
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な

時
に
西
河
技
術
経
営
塾
入
塾
と
い
う
チ

ャ
ン
ス
を
頂
き
ま
し
た
。
数
回
の
講
義

７期生

と
演
習
を
終
え
て
一
番
感
じ
て
い
る
の

が
数
字
の
大
切
さ
で
す
。

具
体
的
な
数
値
の
な
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
や
事
業
計
画
書
ほ
ど
意
味
の
な
い

も
の
は
な
い
と
毎
回
の
授
業
で
身
に
染

み
て
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
塾
を
通
し
て
の
抱
負
は
、
技
術

経
営
を
実
践
的
か
つ
体
系
的
に
学
ぶ
こ

と
で
す
。
ど
の
よ
う
に
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
を
想
定
し
事
業
を
立
ち
上
げ
、
戦
略

を
立
案
・
実
行
し
、
成
長
を
さ
せ
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
授
業
の
中
で

学
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ウイングスインターナショ
ナル協同組合

事務局長 稲垣通泰

高度な技能で住環境を創造し、
何事にも誠実に取り組み社会に貢献します

弊社は創業10年を迎える大工工事業を主体とし、平成22年
社会保障が充実し安定した収入が得られる会社員と自分の
技能次第で大きな収入が得られる両者のメリットを兼ね備
えたプロフェッショナル集団の会社です。大工工事業以外
にも技能を必要とする職種に積極的かつ機動的に展開して
いき、住環境を創造し、社会に貢献いたします。

株式会社アーネストウイング 取締役部長 望月秀晃
http://arnestwing.com/ TEL:042-461-7080

株式会社アーネストウイング

ウイングスインターナショナル
北海道から九州までの業者様から、着物を預り加工して

います。当社のメリットは、５往復しないといけなかった
着物加工を一括で引き受けられるセンターを持ち、それを
処理する技術を持っています。ベトナムのホーチミン、フ
エに縫製工場を持っています。弊社は、ベトナムの従業員
の生活を守り、ベトナム社会に貢献しています。

日本の着物文化の継続にも貢献している企業です。

ウイングスインターナショナル事務局長 稲垣通泰
TEL:03-6504-5705 FAX:03-6504-5706

お客様のニーズに合わせたサービスを
提供する、アフタケアーの対応

積み上げてきた知識と技術を生かし
これからも安全と安心を守り続ける企業を目指します。

弊社は巨大テーマパークを支え続けて３５年、小さな組
織で小回りの利く現場対応を続けて、お客様の安全と安心
を提供しております。

これからも「自利・他利」「共生共栄」「顧客満足」の
精神で真の豊かさを求め地域社会に貢献する企業であり続
けます。

東京設備工業株式会社 代表取締役 原 之乃

東京設備工業株式会社

TEL: 047-316-6000

会社紹介と事業コンセプト
弊社は、昭和４７年に設立し、自然を守り、地域に貢献

し続けてきました。近年では、異常気象により土砂災害や、
水害等が増え続ける中、今年で創業４７年の技術力を活か
し、山林の整備から、支障木の伐採業務、緑化工事や、災
害復旧工事等を行い世の中に貢献していきます。そして、
今後も更に技術力の向上を目指し、お客様への信頼を大切
に、明るい未来を創造していけるような、企業を目指して
いきます。

原澤林業株式会社 代表取締役社長 原澤 史浩

http://harasawa-forestry.co.jp         TEL:0278-52-2308

自然を活かし未来を
創造する会社を目指します



日
本
は
、
人
口
減
少
、
高
齢
化
と
い
う
社
会
現
象
が
起
き
て
い
て
、

そ
の
影
響
を
ま
と
も
に
受
け
て
い
る
の
が
、
地
方
で
あ
る
。
な
ぜ
日
本

は
首
都
お
よ
び
首
都
圏
に
集
中
し
て
し
ま
う
の
か
。
首
都
集
中
が
、
ほ

ん
と
に
効
率
的
な
の
か
。
人
の
生
活
空
間
と
し
て
、
毎
日
過
ご
す
こ
と

が
豊
か
さ
に
つ
な
が
る
の
か
。

西
河
技
術
経
営
塾
の
修
了
生
の
中
に
、
地
方
創
生
に
取
組
ん
で
い
る

仲
間
が
い
る
。
日
本
開
発
工
学
会
の
会
員
の
中
に
も
、
研
究
の
必
要
性

を
提
起
す
る
研
究
者
も
い
る
。
ま
ず
は
、
財
団
内
に
研
究
会
を
設
置
し

て
研
究
課
題
の
抽
出
に
取
組
む
こ
と
と
し
た
。

日本の緑豊かな資源をいかし、楽しく生活

財団研究活動

第
一
回
地
方
創
生
研
究
会
を
開
催
し
た

令
和
元
年
10
月
24
日
、
財
団
内
会
議

室
に
て
、
「
地
方
創
生
研
究
会
（
第
一

回
」
を
開
催
し
た
。
座
長
に
吉
池
富
士

夫
が
就
任
し
た
。

埼
玉
県
秩
父
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
管

理
部
韮
塚
功
担
当
部
長
が
、
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
参
加
し
た
。
次
回
か
ら
は
、
正
式

メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
す
る
。

左から、ワンズデー代表取締役の石井唯行、専務理事の小平和一朗、飯田グループホールディン
グス社長付の吉池富士夫（座長）、財団理事長の西河洋一、財団理事の淺野昌宏、芝浦工業大学
准教授の平田貞代が参加。 写真には入っていないが埼玉県秩父農林振興センター管理部韮塚功
担当部長がオブザーバー参加。

地方創生研究会（2019.10.24）
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地方創生で日本を元気にする

ワ
ク
ワ
ク
感
を
地
方
に
求
め
ら
れ
る
か

財
団
理
事

淺
野
昌
宏

地
方
の
問
題
を
考
え
る
時
、
行
政
の

観
点
か
ら
の
議
論
や
、
地
域
振
興
の
観

点
か
ら
の
議
論
は
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
生
ま
れ
育
っ
た
土
地
に

住
み
続
け
る
人
、
他
所
か
ら
移
住
し
よ

う
と
す
る
人
、
故
郷
に
帰
ろ
う
と
す
る

人
が
議
論
す
る
こ
と
は
少
な
い
。

個
人
の
サ
イ
ド
か
ら
考
え
て
み
る
。

（
１
）
地
方
で
は
、
挑
戦
で
き
る
機
会

や
環
境
が
限
定
さ
れ
る
。
従
っ
て
チ
ャ

ン
ス
に
め
ぐ
り
合
え
る
確
率
が
低
い
。

（
２
）
地
方
で
は
、
刺
激
的
な
人
と
出

会
う
チ
ャ
ン
ス
が
少
な
い
。
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
作
り
で
不
利
で
あ
る
。

（
３
）
地
方
で
は
、
働
く
場
の
選
択
肢

が
極
め
て
少
な
い
。
職
業
選
択
の
幅
が

限
定
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
が
ワ
ク
ワ
ク
感
を
持
て
な
い

大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

個
人
に
は
多
様
性
の
観
点
が
必
要

個
人
に
と
っ
て
、
ワ
ク
ワ
ク
と
感
ず

る
も
の
、
挑
戦
し
た
く
な
る
よ
う
な
刺

激
的
な
も
の
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な

り
自
分
の
所
属
す
る
地
域
あ
る
い
は
社

会
の
中
か
ら
、
ど
の
様
に
見
つ
け
る
か

は
個
々
の
生
き
方
の
問
題
で
も
あ
る
。

ワ
ク
ワ
ク
す
る
も
の
は
、
百
人
い
れ

ば
百
通
り
あ
る
。
一
地
方
や
一
地
域
に

限
定
さ
れ
た
中
で
は
、
選
択
肢
が
少
な

く
、
個
々
人
に
と
っ
て
マ
ッ
チ
ン
グ
の

確
度
が
低
く
な
る
。

欧
州
の
地
方
創
生
研
究
か
ら
の
話
題

芝
浦
工
業
大
学
准
教
授

平
田
貞
代

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
地
方
創
生
と
い
っ
て

も
全
て
で
な
い
が
、
ス
ロ
ベ
ニ
ア
や
デ

ン
マ
ー
ク
等
を
訪
問
し
た
り
大
学
と
共

同
研
究
を
し
て
い
る
。
意
見
交
換
を
す

る
中
で
、
日
本
と
の
違
い
が
見
え
た
。

日
本
で
は
地
方
創
生
の
予
算
が
取
ら
れ

て
、
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

ス
ロ
ベ
ニ
ア
や
デ
ン
マ
ー
ク
な
ど
の
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
小
さ
い
国
で
は
、
政
府
の

支
援
は
な
い
。

し
か
し
、
小
規
模
な
が
ら
勢
い
は
あ

る
。
ど
ち
ら
も
小
さ
い
国
だ
が
日
本
と

変
わ
り
な
い
自
然
と
か
、
文
化
と
か
、

観
光
資
源
は
あ
る
。
日
本
で
は
、
高
齢

化
、
人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
の
が
最

先
端
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
高

齢
化
問
題
は
あ
る
が
レ
ジ
ャ
ー
が
中
心

で
あ
る
。
い
か
に
人
は
楽
し
く
生
活
で

き
る
か
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
な
り
、
課
題

と
し
て
研
究
さ
れ
て
い
る
。

日
本
は
自
治
体
が
取
り
組
ん
で
い
る

の
に
対
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
ア
ン

ト
レ
プ
ナ
ー
（
起
業
家
）
が
中
心
で
、

大
企
業
を
巻
き
込
ん
で
予
算
獲
得
か
ら

取
り
組
ん
で
い
る
。
助
成
金
頼
み
で
は

な
い
の
で
上
手
く
い
か
な
い
場
合
で
も

資
金
を
得
て
、
自
活
し
て
い
る
。
ど
ち

ら
も
小
さ
な
国
な
の
で
、
予
算
源
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
、
ク
ラ
ウ
ド
フ

ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
海
外
を
含
め
て
資
金

を
集
め
る
。

日
本
は
、
何
と
か
事
業
と
か
、
何
と

か
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
っ
て
、
目
的
を

決
め
て
何
年
か
や
っ
て
い
る
が
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
、
参
加
型
デ
ザ
イ
ン
で
や

っ
て
い
る
。

日
本
は
地
方
創
生
の
研
究
が
、
最
近

活
発
に
な
っ
て
い
る
。
東
京
の
一
極
集

中
を
軽
減
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
高
ま



財団研究活動

っ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
い
か

に
儲
け
る
か
の
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
一
つ
と

し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

そ
う
い
う
違
い
が
あ
る
の
で
、
日
本

で
は
、
ま
ず
支
援
と
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
か
ら
始
め
る
。
儲
け
る
こ
と
に
目
標

を
置
い
て
は
い
る
が
、
ま
ず
は
支
援
と

い
う
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
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非
常
識
を
常
識
に
変
え
る
地
方
創
生

財
団
専
務
理
事

小
平
和
一
朗

地
方
創
生
問
題
は
世
間
が
非
常
識
だ

と
思
っ
て
い
る
こ
と
を
常
識
に
変
え
る

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
課
題
で
あ
る
。

地
方
で
過
ご
す
た
め
の
快
適
な
住
宅

の
提
供
。
今
か
ら
館
山
に
住
も
う
と
思

っ
て
も
、
住
宅
は
準
備
さ
れ
て
な
い
。

田
舎
は
土
地
を
売
り
た
が
ら
な
い
。
家

を
容
易
に
見
つ
け
る
こ
と
は
難
し
い
。

以
下
要
約
、
成
長
可
能
な
地
場
産
業

の
育
成
。
創
造
的
な
仕
事
を
す
る
た
め

の
自
然
の
な
か
の
事
務
所
。
シ
ェ
ア
オ

フ
ィ
ス
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
。

東
京
に
い
っ
て
し
ま
っ
た
人
を
Ｕ
タ

ー
ン
。
地
方
に
根
差
す
文
化
。
地
方
の

教
育
環
境
の
整
備
。
安
心
し
て
預
け
ら

れ
る
保
育
施
設
。

地
方
に
は
自
然
が
あ
り
、
癒
し
の
空

間
が
広
が
っ
て
い
る
。
住
居
は
、
所
有

（
資
産
）
か
ら
、
一
時
利
用
（
経
費
）

へ
変
遷
。
地
方
の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
で
新

た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
。
シ
ェ
ア

ハ
ウ
ス
は
、
老
人
介
護
施
設
で
も
あ
り

シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
で
も
あ
り
、
ホ
テ
ル

で
も
あ
る
。
セ
ン
タ
ー
は
ホ
テ
ル
の
ロ

ビ
ー
イ
メ
ー
ジ
。
地
方
に
あ
る
美
味
し

い
レ
ス
ト
ラ
ン
。
と
て
も
素
敵
な
リ
ゾ

ー
ト
ホ
テ
ル
。
ブ
ラ
ン
ド
野
菜
。

森
の
中
の
音
楽
会
。
安
価
に
使
え
る

ス
ポ
ー
ツ
施
設
。
散
策
コ
ー
ス
、
ハ
イ

キ
ン
グ
コ
ー
ス
、
魚
釣
り
。
森
の
中
の

美
術
館
。

最
初
は
、
仕
事
づ
く
り
に
あ
る
。

◆地域創生ビジネスの事例研究報告

発表１：小坂建設㈱代表取締役 小坂哲平

「沼田の地域再生の取り組み」

発表２：㈱ワンズデｨー代表取締役 石井唯行

「南総エリアへの移住支援ビジネス」

発表３：㈱NTTファシリティーズ中央担当課長 越智徹

「掛川における農林業再生ビジネス」

発表４：さがし愛ネット合同会社代表 持田 昇一

「地域活性化とシニアネットワーク」

発表５：㈱イー・クラフト代表取締役 中村考太郎

「芸術祭／アートフェスティバルと地域再生の可能性」

発表６：㈱メディカルパーフェクト代表取締役 山中隆敏

「カンボジアにおける教育と人財育成ビジネス」

発表７：首都大学東京都市環境学部特任助教 佐々木留美子

「アジア出稼ぎ労働者による技術普及（仮）」

◆総 括 シンポジウム実行委員長 吉池富士夫

◆開会の辞 会長 馬場玄式

◆運営要領 シンポジウム実行委員長 吉池富士夫

◆基調講演

発表１：群馬セラミックス㈱会長 小貫論

「モンゴルにおける観光資源の開発」

発表２：㈱くぬぎの森 代表 神尾雅陽

「鹿島での介護ビジネスの現場」

一般社団法人
日本開発工学会

第６回総合シンポジウムのご案内（財団協賛）

地 域 創 生 に お け る ビ ジ ネ ス モ デ ル

●日 時：2019年12月14日（土）13：00～17：00
●場 所：日本工業倶楽部 TEL 03-3281-1711

（東京都千代田区丸の内1-4-6）
●主 催：一般社団法人 日本開発工学会

●協 賛：一般財団法人 アーネスト育成財団

●参加費：本会会員 1,000円 一般 2,000円
＊シンポジウム終了後、懇親会（参加費：3,000円）

を開催します。

＜申込み＞ Eメール：office@jpmot.org
またはＦＡＸ：０３－６２７６－２４２４

案内

ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
開
設

ワ
ン
ズ
デ
ー
社
長

石
井
唯
行

千
葉
・
館
山
の
課
題
は
、
若
い
世
代

の
人
口
減
少
で
あ
る
。

一
つ
目
に
南
房
総
エ
リ
ア
に
高
校
を

卒
業
し
た
後
の
大
学
や
専
門
学
校
が
な

い
こ
と
が
あ
る
。
優
秀
な
人
材
が
都
内

と
か
県
北
の
大
学
に
行
っ
て
し
ま
う
。

南
房
総
エ
リ
ア
の
優
秀
な
人
材
は
、
安

房
高
校
を
目
指
す
。
安
房
高
校
を
卒
業

す
る
と
、
殆
ど
皆
東
京
の
大
学
に
行
っ

て
し
ま
う
。

２
つ
目
に
、
仕
事
の
選
択
し
が
少
な

い
。
企
業
数
が
少
な
い
の
で
、
高
校
生

に
地
元
企
業
の
求
人
情
報
が
、
届
か
な

い
。
地
元
に
入
り
た
い
会
社
が
少
な
い

こ
と
も
あ
り
、
地
元
以
外
の
主
要
都
市

（
木
更
津
か
ら
県
北
）
や
東
京
の
会
社

に
就
職
し
て
し
ま
う
。

３
つ
目
に
、
地
元
企
業
の
給
与
水
準

が
低
い
こ
と
も
あ
る
。
背
景
に
は
、
儲

か
っ
て
い
る
会
社
が
少
な
い
こ
と
が
あ

る
。
優
秀
な
人
材
が
、
東
京
に
流
出
し

て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
開
設

対
策
案
を
考
え
た
。
企
業
の
誘
致
を

し
て
、
仕
事
の
選
択
の
幅
を
広
げ
る
。

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
開
設
し
企
業

誘
致
を
行
う
。
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

で
有
名
な
の
は
徳
島
の
紙
屋
町
と
こ
ろ

で
、
ス
タ
ー
ト
に
当
た
っ
て
は
町
が
お

金
を
使
っ
て
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

を
、
つ
く
っ
た
り
、
高
速
の
光
通
信
設

備
を
整
え
た
。

愛
知
県
の
岡
崎
市
で
取
り
組
ん
で
い

る
岡
崎
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

・
岡
ビ
ス
が
あ
る
。
プ
ロ
の
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
を
集
め
て
取
り
組
ん
で
い
る
。



2015.10.23
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品
や
安
い
商
品
を
、
日
本
の
市
場
に
紹

介
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
を

開
拓
す
る
こ
と
。

（
２
）
貿
易
外
取
引

貿
易
外
取
引
と
は
、
商
品
貿
易
以
外

の
海
外
取
引
の
総
称
で
、
運
輸
・
保
険

・
海
外
旅
行
な
ど
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
、

工
業
所
有
権
、
直
接
・
間
接
投
資
、
証

券
の
輸
出
入
な
ど
の
目
に
見
え
な
い
貿

易
の
こ
と
を
い
う
。

後
に
述
べ
る
仲
介
貿
易
も
、
決
済
は

生
じ
る
が
、
商
品
は
日
本
を
経
由
し
な

い
の
で
貿
易
外
取
引
の
扱
い
と
な
る
。

海
外
取
引
で
の
リ
ス
ク
の
認
識

ビ
ジ
ネ
ス
に
、
リ
ス
ク
は
付
き
も
の

だ
。
図
１
に
示
す
リ
ス
ク
が
あ
る
。
こ

れ
ら
に
起
因
す
る
リ
ス
ク
を
最
小
限
に

留
め
る
対
策
が
必
要
と
な
る
。

ビ
ジ
ネ
ス
上
で
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

（
１
）
人
材
の
確
保
と
育
成

海
外
人
事
施
策
の
構
築
が
、
望
ま
れ

る
。
海
外
で
事
業
を
展
開
す
る
に
あ
た

っ
て
は
、
社
長
が
陣
頭
に
立
っ
て
進
め

る
場
合
が
多
い
が
、
社
長
以
外
に
中
核

と
な
る
人
材
を
確
保
し
育
成
し
て
ゆ
く

必
要
が
あ
る
。
現
地
の
情
報
収
集
や
現

地
で
の
指
導
、
交
渉
に
当
た
る
経
営
人

材
は
、
海
外
事
業
成
功
の
た
め
の
必
須

要
件
で
あ
る
。

（
２
）
労
務
、
社
内
管
理

定
款
や
諸
規
定
集
の
整
備
を
怠
ら
な

い
。
現
地
法
人
設
立
時
に
は
、
当
然
の

こ
と
な
が
ら
、
定
款
、
就
業
規
則
、
職

務
権
限
規
定
、
人
事
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル

等
の
規
定
の
制
定
が
必
要
に
な
る
。
現

地
法
人
設
立
前
後
は
、
手
続
き
や
営
業

開
始
の
準
備
に
追
わ
れ
、
必
要
な
手
続

き
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
だ
が
、
後

々
に
問
題
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
注
意

す
る
必
要
が
あ
る
。

（
３
）
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

市
場
に
合
っ
た
販
売
戦
略
の
構
築
が

求
め
ら
れ
る
。
自
社
の
製
品
・
技
術
・

サ
ー
ビ
ス
の
強
み
を
発
揮
す
る
た
め
に

は
、
当
該
市
場
で
の
販
売
戦
略
が
構
築

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
需

要
は
何
処
に
あ
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に

宣
伝
・
広
告
し
、
ど
の
よ
う
に
販
売
し

て
い
く
の
か
を
十
分
に
検
討
し
、
実
行

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

（
４
）
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー

パ
ー
ト
ナ
ー
の
選
定
に
は
、
相
手
の

狙
い
も
確
か
め
る
。
現
地
の
優
良
な
ビ

ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
が
見
つ
か
れ
ば
、

リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
が
で
き
る
だ
け
で
な
く

市
場
参
入
が
容
易
に
な
る
。

事
前
調
査
を
基
に
パ
ー
ト
ナ
ー
候
補

を
選
定
す
る
が
、
失
敗
し
な
い
た
め
に

は
、
専
門
家
の
意
見
も
十
分
に
聴
取
し

て
安
易
に
判
断
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
合
弁
事
業
の
際
に
は
、
自
社
の

メ
リ
ッ
ト
だ
け
で
な
く
、
相
手
側
の
合

弁
の
狙
い
を
よ
く
確
か
め
る
。
候
補
は

取
引
先
、
合
弁
相
手
、
販
売
代
理
店
、

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
が
あ
る
。

（
５
）
資
金

資
金
需
要
を
想
定
し
て
十
分
な
手
当
て

を
す
る
。
（
以
下
、
略
）

海外取引の基礎知識を学ぶ（淺野 昌 宏著 ）

商
売
の
基
本
は
、
世
界
中
何
処
に
い
っ
て
も
同
じ
で
あ
り
「
相
手
の
望

む
も
の
を
提
供
す
る
」
、
そ
し
て
「
相
手
の
納
得
す
る
お
金
を
戴
い
て
」

こ
ち
ら
も
「
利
益
を
得
る
」
と
い
う
点
は
変
わ
ら
な
い
。
し
か
し
、
文
化

や
習
慣
の
異
な
る
地
域
で
は
、
望
む
も
の
が
違
っ
た
り
、
望
み
方
が
違
う

事
が
あ
る
。
ま
た
、
手
続
き
が
違
っ
た
り
、
予
期
し
な
い
ル
ー
ル
が
あ
っ

た
り
も
す
る
。
（
（
淺
野
）

「技術経営学」は、あらゆる経営者にとって
重要な基礎知識であるにも関わらず, 学問化
が遅れている。「経営学」があっても、「技
術経営学」は見当たらない。技術経営に「学
」をつけた「技術経営学」に、本書ではこだ
わりたい。

『西河技術経営学入門』は、伝えるべき知見
の集積化であり、体系化である。ここでは、
理事の淺野昌宏が担当した、第9章『海外取
引の基礎知識を学ぶ』の概要を紹介する。

上記、写真は、塾で講演する淺野昌宏。

『西河技術経営学入門』「第９章 海外取引の基礎知識を学ぶ」の原稿から

図１ 海外取引におけるリスク

「西河技術経営学」研究会

（１）国が違う
・意思疎通面でのリスク
（宗教・文化の違いによる価値判断基準の違いなど）

・法制度の違い（通関制度、関税など）

・カントリーリスク
（２）通貨が違う

・為替変動のリスク
（３）相手が見えずらい

・企業に信用リスク
（４）輸送距離が長い

・貨物の損害リスク
（５）商品受け取りと代金支払いに時間差

・代金回収リスク、商品入手リスク、
資金負担リスク

海
外
取
引
の
形
態

人
類
は
太
古
の
時
代
か
ら
、
文
化
や

商
習
慣
の
異
な
る
地
域
と
も
、
交
易
を

行
っ
て
発
展
し
て
き
た
。
こ
の
地
域
を

越
え
た
交
易
が
、
現
代
で
も
変
わ
ら
ず

続
い
て
い
る
。

急
速
な
ネ
ッ
ト
社
会
の
出
現
で
、
越

境
Ｅ
Ｃ
に
よ
る
取
引
の
増
大
や
ブ
ロ
ッ

ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
通

貨
の
出
現
な
ど
、
今
後
、
海
外
取
引
の

形
態
に
変
化
を
起
こ
す
要
素
も
あ
る
。

こ
こ
で
述
べ
る
内
容
は
海
外
取
引
の

基
幹
と
な
る
部
分
で
あ
り
、
デ
ジ
タ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
進
行
し
て
も
そ
の
基
本

は
変
ら
な
い
。

貿
易
取
引
と
貿
易
外
取
引

貿
易
と
は
、
異
な
る
国
と
国
の
間
に

お
け
る
売
買
取
引
の
こ
と
で
、
目
に
見

え
る
貿
易
取
引
と
、
目
に
見
え
な
い
貿

易
外
取
引
が
あ
る
。

（
１
）
貿
易
取
引

貿
易
取
引
と
は
、
他
国
の
取
引
相
手

と
商
品
の
売
買
を
行
う
こ
と
で
、
他
国

へ
商
品
を
販
売
・
送
り
出
す
こ
と
を
輸

出
、
他
国
か
ら
商
品
を
購
入
・
持
ち
込

む
こ
と
を
輸
入
と
い
う
。

輸
出
で
商
品
の
販
売
先
を
海
外
に
も

広
げ
、
国
内
の
何
倍
も
の
市
場
を
獲
得

で
き
る
。

輸
入
と
は
、
日
本
に
な
い
新
し
い
商

目
に
見
え
る
貿
易
と
目
に
見
え
な
い
貿
易
が
あ
る



ホームページから購入可
（注２）ホームページ（http://eufd.org）の研究会/調査研究報告/『連載：技術経営』に後日掲載
（注３）経済産業省「DX推進指標」とそのガイダンス、https://www.meti.go.jp/press/2019/07/20190731003/20190731003-1.pdf
（注４）経済産業省DXレポートITシステム「2025年の崖」の克服とDXの本格的な展開、https://www.meti.go.jp/press/2018/09/
20180907010/20180907010-3 （注５）富士通株式会社、https://blog.global.fujitsu.com/jp/2019-09-26/01/08/01/
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「エンジニリング・ブランドのすすめ」

『エンジニアリング・ブランドのすすめ』 ホームページにて購入申込

目 次
はしがき
第１章 ブランドの基礎を学ぶ

エンジニアリング・ブランドで具現力や特徴を伝える
第２章 エンジニアリングと経営

日本には良い技術がある。それを活かした事業化を顧客とつくる
第３章 エンジニアリング・ブランドが主張する４つの強み

企業理念にエンジニリングに関するコンセプトを書き込む
第４章 「技術」「知恵」「価値」「顧客」という４要素で組立

同質化している情報処理業界が取り組む具現力を伝えるスローガン
第５章 ビジネス創生を支えるエンジニアリング・ブランド

持てる技術をいかに活用するかが、ビジネス創出の基本となる
第６章 エンジニアリング・ブランドで伝えること

事業目標、サービス目標など、何する会社かを伝える
第７章 顧客とつくるブランド構築の手順

B2Bビジネス、顧客との最初の出会いが重要である
第８章 ビジネスクリエーターに求められる人間力

商品を支えている技術を顧客に伝えるコミュニケーション能力
あとがき

本書における論述は、エンジニアリングの分野で確固たる知識と経
験と実績を確保してこられた小平氏の長年わたって蓄積されてきた
識見に裏付けられた密度濃い内容になっている。製品製造の第一
線におられるエンジニアの方々はもちろんのこと、企業経営者の方
々にとっても示唆に富む内容であることは申すまでもないであろう。

早稲田大学名誉教授 亀井昭宏

定価（本体1800円＋税：国内無料）

研究員（工学博士） 山中 隆敏トップダウンアプローチが重要

Ｄ
Ｘ
で
行
動
・経
験
・モ
ノ
を
変
革

技術経営６デ
ー
タ
と
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

し
て
、
顧
客
や
社
会
の
ニ
ー
ズ
を
基

に
、
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
、
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
を
構
築
し
、
業
務
、
組
織
、

企
業
文
化
・
風
土
、
社
会
を
変
革
す

る
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
「
Ｄ
Ｘ
」
が
脚
光
を
浴
び
て

い
る
。
Ｄ
Ｘ
を
支
え
る
デ
ジ
タ
ル
技

術
、
活
用
事
例
か
ら
、
Ｄ
Ｘ
に
よ
る

効
果
と
課
題
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

Ｄ
Ｘ
を
支
え
る
デ
ジ
タ
ル
技
術

Ｄ
Ｘ
を
支
え
る
キ
ー
と
な
る
技
術

は
３
つ
あ
る
。
１
つ
目
は
、
Ｉ
ｏ
Ｔ

と
ク
ラ
ウ
ド
で
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル
化

の
す
べ
て
の
礎
と
な
る
の
は
デ
ー
タ

で
あ
る
。
自
社
の
デ
ー
タ
だ
け
で
な

く
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
で
様
々
な
モ
ノ
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
繋
ぎ
デ
ー
タ
を
収
集

し
ク
ラ
ウ
ド
で
蓄
積
す
る
こ
と
で
、

新
た
な
価
値
発
見
に
繋
げ
る
。

２
つ
目
は
、
大
量
の
デ
ー
タ
を
分

析
し
デ
ー
タ
か
ら
知
恵
を
生
み
出
す

Ａ
Ｉ
で
あ
る
。
Ａ
Ｉ
自
ら
が
デ
ー
タ

を
学
習
し
自
律
的
に
答
え
を
導
き
出

し
、
経
営
・
業
務
に
生
か
す
。

３
つ
目
は
、
高
速
大
容
量
、
高
信

頼
超
低
遅
延
、
超
大
量
接
続
が
特
徴

の
５
Ｇ
で
あ
る
。
Ｄ
Ｘ
の
キ
ー
技
術

は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
前
提
と
し
て

お
り
、
５
Ｇ
が
性
能
を
上
げ
、
Ｄ
Ｘ

を
進
化
さ
せ
変
革
に
繋
げ
る
。

Ｄ
Ｘ
の
活
用
事
例

ア
パ
レ
ル
市
場
に
お
い
て
は
、
若

者
に
人
気
あ
る
ブ
ラ
ン
ド
を
タ
イ
ム

リ
ー
に
多
く
取
り
揃
え
る
Ｅ
Ｃ
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築
し
、
消
費
者

は
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
に
い
て
も
好

き
な
物
を
買
え
る
と
い
う
環
境
が
得

ら
れ
た
。
こ
れ
ま
で
、
試
着
で
き
な

い
た
め
通
販
に
は
向
か
な
い
と
さ
れ

た
ア
パ
レ
ル
市
場
に
お
い
て
、
店
舗

を
見
て
歩
き
購
入
す
る
若
者
の
行
動

を
デ
ジ
タ
ル
を
使
っ
て
変
革
し
た
。

ホ
テ
ル
業
界
に
お
い
て
は
、
一
般

家
庭
の
空
き
部
屋
を
旅
行
者
に
解
放

す
る
サ
ー
ビ
ス
。
タ
ク
シ
ー
業
界
に

お
い
て
は
、
一
般
の
ド
バ
イ
バ
ー
を

タ
ク
シ
ー
サ
ー
ビ
ス
に
登
用
す
る
サ

ー
ビ
ス
で
、
既
存
の
サ
ー
ビ
ス
や
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
破
壊
・
再
構
築
す

る
デ
ジ
タ
ル
デ
ィ
ス
ラ
プ
シ
ョ
ン
を

ホ
テ
ル
業
界
や
タ
ク
シ
ー
業
界
に
起

こ
し
た
。

Ｄ
Ｘ
に
よ
る
期
待
さ
れ
る
効
果

Ｄ
Ｘ
は
、
顧
客
や
社
会
の
ニ
ー
ズ

を
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
、

企
業
や
社
会
を
変
革
す
る
こ
と
で
あ

る
。
小
売
、
自
動
車
、
医
療
、
金
融

な
ど
Ｄ
Ｘ
の
取
り
組
み
が
進
む
こ
と

で
、
企
業
や
社
会
、
暮
ら
し
が
変
わ

り
、
人
々
の
生
活
の
質
の
向
上
や
社

会
課
題
の
解
決
に
繋
が
る
。

Ｄ
Ｘ
の
障
壁

「
変
革
か
、
死
か
」

先
進
企
業
で
は
、
取
り
組
み
が
す

す
め
ら
れ
て
い
る
Ｄ
Ｘ
で
あ
る
が
、

果
た
し
て
、
日
本
で
Ｄ
Ｘ
が
浸
透
す

る
か
疑
問
が
残
る
。
変
容
を
嫌
う
企

業
文
化
・
風
土
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ

ー
へ
の
し
が
ら
み
な
ど
、
変
容
し
な

い
経
営
判
断
な
ら
ば
、
い
ず
れ
脅
威

に
さ
ら
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
各
社
、

技
術
経
営
の
手
腕
が
問
わ
れ
る
。

問
題
は
変
容
を
嫌
う
日
本
の
企
業
文
化
と
風
土

（注２）

（注３～５）
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10
月
8
日
、
来
年
の
ア
メ
リ
カ
大

統
領
選
挙
に
向
け
て
、
エ
リ
ザ
ベ

ス
・
ウ
ォ
ー
レ
ン
上
院
議
員
が
民
主

党
候
補
の
支
持
率
に
関
す
る
世
論
調

査
で
ト
ッ
プ
に
な
っ
た
と
報
じ
ら
れ

た
。
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
品
を
含
む
多

数
の
著
作
を
持
つ
元
ハ
ー
バ
ー
ド
大

学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
教
授
で
マ
イ
ケ

ル
・
ム
ー
ア
監
督
の
映
画
に
出
演
す

る
な
ど
、
知
名
度
抜
群
の
進
歩
的
な

政
治
家
で
あ
る
（
注
７
）

。

普
通
の
暮
ら
し
が
手
に
届
か
な
く

な
っ
た
中
間
層
の
危
機
、
崩
壊
が
進

む
ア
メ
リ
カ
で
、
ど
う
す
れ
ば
か
つ

て
の
ア
メ
リ
カ
を
取
り
戻
せ
る
の
か
。

彼
女
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
シ
ン
プ
ル
だ
。

中
間
層
再
生
の
た
め
「
政
府
に
よ
る

規
制
を
機
能
さ
せ
る
」
こ
と
で
あ
る
。

具
体
的
な
政
策
は
多
岐
に
わ
た
る
。

法
人
増
税
や
企
業
優
遇
の
税
制
の
是

正
、
富
裕
層
へ
の
課
税
強
化
、
労
働

組
合
の
強
化
と
最
低
賃
金
の
引
き
上

げ
、
さ
ら
に
は
公
教
育
へ
の
投
資
や

研
究
支
援
な
ど
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
を

真
っ
向
か
ら
批
判
す
る
も
の
ば
か
り

だ
。
政
府
と
労
働
者
の
力
を
取
り
戻

し
、
大
企
業
中
心
の
資
本
主
義
を
作

り
直
す
と
い
う
の
だ
。

21
世
紀
版
の
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政

策
と
で
も
い
う
べ
き
か
。
た
し
か
に
、

ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
政
権
は
大
手
銀
行

と
大
企
業
を
規
制
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
経
済
安
定
と
経
済
成
長
を
創
り
出

し
、
そ
の
恩
恵
は
ほ
と
ん
ど
の
人
々

に
共
有
さ
れ
た
。
分
厚
い
中
間
層
は

時
代
の
主
役
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

肥
大
化
し
た
政
府
を
規
制
し
よ
う
と

す
る
レ
ー
ガ
ン
政
権
に
よ
っ
て
、
金

持
ち
減
税
の
ト
リ
ク
ル
ダ
ウ
ン
・
エ

コ
ノ
ミ
ク
ス
と
規
制
緩
和
に
よ
る
経

済
政
策
の
大
転
換
が
図
ら
れ
た
。
２

０
０
８
年
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
始

ま
る
世
界
経
済
危
機
も
、
レ
ー
ガ
ン

政
権
か
ら
本
格
化
す
る
新
自
由
主
義

的
経
済
政
策
の
結
末
で
あ
る
。
わ
れ

わ
れ
は
、
規
制
を
外
せ
ば
危
機
が
深

刻
化
す
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
そ

し
て
救
済
さ
れ
る
の
が
巨
大
企
業
や

大
銀
行
だ
け
で
あ
る
こ
と
も
。

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
史
上
最
高

の
中
間
層
を
創
り
上
げ
た
ニ
ュ
ー
デ

ィ
ー
ル
の
政
策
体
系
を
現
代
に
生
か

そ
う
と
す
る
ウ
ォ
ー
レ
ン
の
主
張
は

説
得
的
だ
。
自
身
も
ま
た
先
住
民
の

血
を
引
く
貧
し
い
生
い
立
ち
か
ら
現

在
の
地
位
に
昇
り
つ
め
た
「
ア
メ
リ

カ
ン
ド
リ
ー
ム
」
の
体
現
者
で
も
あ

る
。
「
す
べ
て
の
人
の
た
め
に
機
能

す
る
政
府
」
を
提
唱
し
、
不
公
正
な

世
界
に
立
ち
向
か
う
ウ
ォ
ー
レ
ン
の

姿
勢
に
、
多
く
の
若
者
や
女
性
が
共

感
し
て
い
る
。
し
か
し
、
反
ウ
ォ
ー

ル
街
の
闘
士
と
し
て
名
を
馳
せ
た
ウ

ォ
ー
レ
ン
に
と
っ
て
敵
は
あ
ま
り
に

も
強
大
だ
。
か
つ
て
、
ウ
ォ
ー
レ
ン

が
オ
バ
マ
政
権
下
で
制
定
に
尽
力
し

た
消
費
者
保
護
法
も
、
大
企
業
や
富

裕
層
に
都
合
の
良
い
法
律
へ
と
骨
抜

き
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

と
は
い
え
、
今
や
多
く
の
「
普
通

の
」
ア
メ
リ
カ
人
が
失
職
や
多
額
の

医
療
費
負
担
、
自
己
破
産
を
経
験
し

救
い
を
求
め
て
い
る
。
思
え
ば
ト
ラ

ン
プ
の
支
持
基
盤
も
中
間
層
か
ら
転

落
し
つ
つ
あ
る
ラ
ス
ト
ベ
ル
ト
の
白

人
労
働
者
層
だ
。
か
つ
て
は
彼
ら
こ

そ
強
い
労
働
組
合
に
守
ら
れ
た
民
主

党
の
牙
城
だ
っ
た
。
中
間
層
の
復
活

は
大
統
領
選
挙
最
大
の
争
点
と
な
ろ

う
。
問
題
は
ど
の
処
方
箋
が
有
効
と

判
断
さ
れ
る
か
だ
。
長
く
過
酷
な
選

挙
戦
は
こ
れ
か
ら
も
続
く
。
中
間
層

を
救
う
の
は
誰
か
。

災
害
国
日
本
と
な
っ
た
。
と

ん
で
も
な
い
大
雨
と
風
が
吹
く
。

百
年
に
一
度
と
い
う
が
、
こ
の

調
子
で
は
毎
年
や
っ
て
き
そ
う

で
あ
る
。

あ
く
ま
で
も
自
然
の
災
害
で

あ
り
、
人
災
で
は
な
い
が
、
災
害
を
受

け
た
身
に
な
っ
て
考
え
る
と
、
我
慢
で

き
な
い
事
も
多
い
。

今
回
の
水
害
で
は
、
広
範
囲
の
河
川

堤
防
が
決
壊
し
た
。
決
壊
で
家
が
水
没

し
、
家
が
流
さ
れ
、
車
は
水
没
し
、
大

き
な
災
害
と
な
る
。
土
で
つ
く
ら
れ
た

堤
防
は
も
ろ
く
、
技
術
の
進
歩
を
全
く

感
じ
な
い
。
土
手
の
作
り
、
昔
か
ら
代

り
映
え
が
し
な
い
。
人
の
生
活
空
間
を

守
る
た
め
に
築
い
た
堤
防
が
、
越
水
で

切
れ
て
し
ま
う
。
切
れ
な
い
堤
防
を
作

れ
な
い
も
の
か
。

更
に
は
水
害
防
止
で
作
っ
た
は
ず
の

ダ
ム
が
、
流
し
て
欲
し
く
な
い
時
に
、

水
が
溜
ま
っ
た
と
放
流
す
る
。
そ
の
水

が
、
水
害
を
加
速
す
る
。
台
風
の
到
来

は
、
1
週
間
前
か
ら
分
か
っ
て
い
る
の

に
、
な
ぜ
事
前
放
水
の
準
備
が
で
き
ぬ

の
か
。
下
流
を
守
る
ダ
ム
が
、
ダ
ム
の

機
能
を
放
棄
し
て
良
い
も
の
か
。

新
し
い
治
山
治
水
を
皆
で
考
え
る
時

期
が
来
て
い
る
。

（
小
平
和
一
朗
）

編集後記

一般財団法人
アーネスト育成財団

案内

地
方
創
生
研
究

財
団
は
、
日
本
開
発
工

学
会
の
第
６
回
総
合
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
（
12
月
14
日
）

に
協
賛
す
る
。
テ
ー
マ
は

『
地
域
創
生
に
お
け
る
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
』
で
あ
る
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
日

本
工
業
倶
楽
部
に
て
開
催

さ
れ
る
。

財
団
の
評
議
員
会

定
時
評
議
員
会
を
平
成
元
年
12
月
11

日
（
水
）
に
明
治
神
宮
内
の
会
館
で
実

施
す
る
。
第
７
期
の
事
業
報
告
と
決
算

報
告
、
第
８
期
の
事
業
計
画
や
予
算
な

ど
を
審
議
す
る
。

新
年
賀
詞
交
換
会
の
開
催

平
成
２
年
１
月
15
日
（
水
）
に
名
刺

交
換
や
情
報
交
換
を
目
的
に
立
食
パ
ー

テ
ィ
ー
形
式
の
「
新
年
賀
詞
交
換
会
」

を
昨
年
の
品
川
か
ら
、
東
京
駅
前
の
日

本
工
業
倶
楽
部
に
変
え
て
開
催
す
る
。

財
団
は
、
本
年
経
営
人
財
育
成
で
西

河
技
術
経
営
塾
以
外
に
も
活
動
の
幅
を

広
げ
、
出
前
塾
を
は
じ
め
大
学
で
の
寄

付
講
座
塾
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

そ
の
人
財
の
人
脈
形
成
を
目
的
に
、

関
係
者
が
一
堂
に
集
ま
る
こ
と
が
で
き

る
機
会
を
設
け
た
。

（注６） 明治大学政治経済学部専任講師・博士（経済学）

（注７）彼女の詳細については、エリザベス・ウォーレン著、大橋陽訳『この戦いは私たちの戦いだ―アメリカの中間層を救う闘争』（蒼天社

出版、2018年）を参照されたい。『アメリカ経済史研究』（第17号、2018年）に掲載された萩原伸次郎氏の書評は本書の魅力を伝えている。

アメリカ経済史学会のHPから閲覧可能である。


